
※費用が明示されていないイベントは無料。※申込期限の記載がなければ前日まで。
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Newsletter　2017 年 6 月 1 日号

吹田市立
市民公益活動センター

○表紙：「Be Social」第4回・鎌田 和子さん
○中面：特集 /寄附で支えよう！吹田のまちづくり
○うら：ラコルタの取り組み、講座・イベント

出会う→集う→育てる→実る
VOL.19

吹田市 青少年室 

東佐井寺小学校
「太陽の広場」フレンド

「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で

吹田市をより良いまちにするため、これらの活動を支援しています。

編　集

ノート

ラコルタサポーターとして、本号より編集に参加しています。実はこの4 月に亡

くなった白寿の母親の介護で、多くの方から温かい支えをいただきました。古希

を迎えた今年、各分野の先達にお会いする中で、いつまでも自分らしく暮らして

いくためのヒントを見つけ、お伝えしていきたいと思います。

THE ラコルタの取り組みを紹介！

3 月 25 日 ( 土 )

私たちが暮らす地域や社会の事を
他人事ではなく自分事にする。
そういった“ソーシャルな生き方”
の魅力をお伝えします。

第 4 回

鎌田　和子さん

実行委員会との共催で、５回目の開

催となる今回の目玉は、おもちゃ神

輿によるパレード。外に出て、子ども

も大人も一緒にかえっこバザールの

ＰＲをしました。一般来場は約 465

名、そして約 100 名の実行委員やボ

ランティア、団体にご協力いただき

ました。子どもにも運営に関わって

もらい、今年も幅広い世代が集い、交

流する催しとなりました。自分の地

域でかえっこバザールを開催してみ

たいという方、企画から開催までサ

ポートいたしますので、ぜひラコル

タまでお問い合せください！

http://su ita-kouek i .org

ピックアップ

ラ

3 月 4 日 ( 土 ) 3 月 10 日 ( 金 )

協力：吹田市地域教育部まなびの支援課 みんなで語り合うことで新たな発見も おもちゃ神輿でいざ出陣♪

居場所づくりは
まちづくり !?

サードプレイスの魅力に迫る

フォーラム
「公民館の今､未来」

未来の公民館をデザインしよう

南千里
かえっこバザール

「地域コミュニティの拠点施設の未

来をデザインしよう」というコンセ

プトで開催。公民館関係者だけでな

く、市長や国会議員、利用している市

民など約 50 名が参加し、今回の

テーマへの関心の高さを伺うことが

できました。前半は公民館の事例か

ら企画や運営の工夫を学び、後半の

ワークショップでは、公民館と地域、

利用者を結ぶキーワードとなった、

「楽しむ」「多様性の尊重」「運営の柔

軟性」を基本に、参加する側から創る

側への新しい仕組みづくりについて

意見交換をしました。

定員を超える 42 名の方が参加さ

れ、特に 40 代を中心とした若い世

代の方が多く集まりました。講師は、

一般財団法人大阪市コミュニティ協

会の堀 久仁子さん。地域では、子ど

もや高齢者を対象とした取り組みが

目立ちますが、対象や運営方法など

も多岐にわたるということを事例を

通して学びました。後半は、「サード

プレイス（第 3 の居場所）」に必要な

要素について考えるワークショップ

を実施。互いの価値観を共有する中

で、サードプレイスの魅力は多様性

にあると感じました。

異学年の児童が小学校で一緒
に遊び、自主性や創造性を育
む居場所。フレンドと呼ばれ
るボランティアが児童の遊び
や宿題を見守る。放課後や長期
休業日に実施され、地域と子ど
もの交流の場にもなっている。

（森戸）

▼お申込み・お問い合わせはラコルタまで

NPO 法人制度や申請の

方法について学びます。

法人設立を検討されてい

る方におすすめ。

NPO 法人
設立講座

日々の会計処理や財務

書類作成について税理

士が相談に応じます。

市民公益活動
団体のための
会計相談日

大人の発達障がいに
ついて学び、 意見交換
します。

興味がある方、 活動を
しているがもっと理解を
深めたい方など。

●時間：19:00～21:00　
●定員：先着10名

●時間：13:00～15:00　
●定員：先着2組

●締切：7月21日（金）

●時間：19:00～20:30　
●定員：先着10名

発達障がい
ってなに？

毎月違うテーマで。

テーマカフェ
7 月 28 日 ( 金 ) 8 月 4 日 ( 金 )

TEL：06-6155-3167 　  FAX：06-6833-9851  　 Eメール：info@suita-koueki.org 　
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６月 20 日 ( 火 )
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吹田ではじめるソーシャルな生き方

 
9月8 日（金）開校！
 参加費 : 無料

 

定員 :　20名（多数抽選）　

 日時：9/8、9/22、10/6、10/20、11/10、11/24 
※いずれも金曜日の 19：00 ～ 21：00

「何か活動をしてみたい」 「人とつながりたい」
「地域や社会の役に立ちたい」 といった

一人一人の思いをカタチに変え、 ソーシャルな生き方について
講座やボランティア体験などを通し考える学び舎です。

ボランティア活動保険

未加入の方は保険代 300 円（　　　　　　　　　）

7 月 1 日（土）より申込受付開始　

第四期
予告！

6月
13：30～15：00

15日(木) 昼

朝

夜夜7月
19：00～20：30

21日(金)

8月
10：30～12：00

19日(土)

出前講座
受付中！

申込・お問い合わせはラコルタまで TEL06-6155-3167
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TEL06-6816-9890

（1組1時間以内）



福祉
環境 人権

子ども文化

吹田の
まちづくり

集特 　　市民ニーズの多様化 ・個別化が加速する中で、 行政だけでは対応できない部分を補うものとして 「市民公益

活動」 がありますが、 その他に 「寄附」 という社会貢献活動が、 今注目されています。

　　「みんなで支えるまちづくり基金」 は、 基金への寄附を通じて、 市民一人ひとりが自分たちのまち

へ関心を持ち、 社会へ貢献できる仕組みです。

　　本号では、 寄附をすることで、 自分たちのまちや暮らしをよりよくする 「みんなで支えるまちづくり基金」

の仕組みを説明し、 「市民公益活動」 における活用事例を紹介します。

ラコルタの

ここに注目
本号は

！
･ ･ ･ ･ ･

寄附で支えよう！
吹田のまちづくり

江坂を拠点に、当事者同士の交流

会や、相談事業に取り組んでいま

す。聞こえない人と、聞こえる人

が共に楽しめる場づくりとして、

てのひら絵本や手話うたなども

実施しています。最近では、クチ

コミで知られるようになり、講演

会の依頼も増えてきました。

季節に応じた青少年の自然体験

活動を実施しています。例えば、

マッチ（燐寸）のつけ方がわからな

い子どもが増える中で、火や刃物

の扱い方についても教えていま

す。高校生リーダーを中心に、縦の

つながりもできてきました。

主役は「児童と先生」をモッ

トーに、市内の小学校9校と協

働しながら、環境学習を裏方で

支えています。活動を続ける中で、特に

若い先生方が、自然環境に興味を示し率

先して活動してくれるようになってきた

のが、大きな成果です。

　　市民公益活動団体が取り組む事業に対して交付する補助金です。毎年、総額300万円を基金から拠出しており、2016
年度は、応募18事業のうち、14事業が交付を受け実施されました。補助金交付にあたっては、毎年5月に応募事業のプレ
ゼンテーションが市民に公開されており、交付事業の報告会も毎年4月に公開されています。今回は、2016年度の報告会
（2017年4月15日に開催）より一部の事業と、参加された市民の声をご紹介します。

　　ラコルタの会議室を使用した市民公益活動団体（吹田市市民公益活動団体ガイ
ドブック掲載団体）に対し、使用料の一部を補助します。ラコルタを使用しやすく
することで、市民公益活動をさらに促進し、市民力の強化につながることを目的と
しています。2016年度は、22団体に総額417,100円が補助されました。

吹田市市民公益活動促進補助金

吹田市市民公益活動センター使用料補助金

【基金のはじまり】

【 基 金 の 活 用 】

【 目　　　　　　　　的　】

※ふるさと納税制度　が活用できます！
寄附金のうち2,000円を超える部分につ
いて一定の上限まで、原則として所得税・
個人住民税から全額控除される制度です。

みんなで支えるまちづくり基金

TEL　06-6384-1326　
FAX　06-6385-8300
Eメール　　ks_jichi@city.suita.osaka.jp

寄附や基金に関するお問い合わせは、
市民自治推進室（低層棟2階）まで

聴
覚
障
が
い
児
の
保
護
者
及
び
聴
覚
障
が
い
児
者
支
援
事
業

（スタッフ ：森戸）

補助金報告会に
参加して

吹田さんくす再開発事業に伴う電波障害対策で設置したテレビ共同アンテナ

の維持管理を行うために吹田市が貸し付けていた貸付金が返還されるのを受け、これを原資として

2008年3月に「みんなで支えるまちづくり基金」を創設しました。

市民が自発的に行っている福祉、環境、まちづくりなどの様々な分野におけるボ

ランティア活動や市民活動の支援及び活発化を推進し、協働によるまちづくりを促進するために必要な

財源を確保することを目的としています。

市民公益活動を応援するため、吹田市市民公益活動促進補助金　と　
吹田市市民公益活動センター使用料補助金　の財源に活用しています。(右ページ参照）

吹田市内で
活動する

市民公益活動団体

福祉環境 子ども

みんなで支える

まちづくり基金
個人・法人
など

寄附※ 補助金

寄附による
社 会 貢 献

成
果

発表はそれぞれに工夫され、 わかりやすかったです。 活動はこれからも多岐にわたる領域で、 発展し
ていくだろうと確信しました。 現実の改善課題は、 皆の知恵を集めて粘り強く続けていくしか道は
ありません。 初めて報告会に参加して、一人ひとりの気持ちの高さに敬服させられた約3時間でした。
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特定非営利活動法人
すいた体験活動クラブ

〈実施団体〉

特定非営利活動法人
吹田こども・夢・未来協会

〈実施団体〉〈実施団体〉 「人の輪と心を育む」

ひまわり教室
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